
平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例１詳細授業展開案 - 1 
佐賀県教育センター 

イ 中学校第１学年 数学科詳細授業展開案 
 
 
１ 単元名   変化と対応 

 

 

２ 単元の目標 

(1) 関数関係の意味を理解することができる。 

(2) 比例、反比例の意味を理解することができる。 

(3) 座標の意味を理解することができる。 

(4) 比例、反比例を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を理解することができる。 

(5) 比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え説明することができる。 

 

 

３ 単元の評価規準 

数学への 
関心・意欲・態度 

数学的な見方や考え方 数学的な技能 
数量や図形などに 
ついての知識・理解 

様々な事象を比例、反比

例などで捉えたり、表、

式、グラフなどで表した

りするなど、数学的に考

え表現することに関心

をもち、意欲的に数学を

問題の解決に活用して

考えたり判断したりし

ようとしている。 

比例、反比例などについ

ての基礎的・基本的な知

識及び技能を活用しな

がら、事象を見通しをも

って論理的に考察し表

現したり、その過程を振

り返って考えを深めた

りするなど、数学的な見

方や考え方を身に付け

ている。 

比例、反比例などの関数

関係を、表、式、グラフ

などを用いて的確に表

現したり、数学的に処理

したりするなど、技能を

身に付けている。 

比例や反比例の意味、座

標の意味、比例や反比例

の関係を表す表、式、グ

ラフの特徴などを理解

し、知識を身に付けてい

る。 

 

 

４ 単元の指導計画と評価計画（全１５時間） 

節 項 時数（時間） 

１ 関数 １ 関数 ２ 

１５ 

２ 比例 

１ 比例の式 ２ 

２ 座標 １ 

３ 比例のグラフ ３（本時２／３） 

３ 反比例 
１ 反比例の式 ２ 

２ 反比例のグラフ ２ 

４ 比例、反比例の利用 １ 比例、反比例の利用 ２ 

単元のまとめ １ 単元テスト １ 

 

 



平成 27 年度 授業改善（中学校数学） 

実践事例１詳細授業展開案 - 2 
佐賀県教育センター 

「○」…形成的な評価、「◎」…単元における総括の資料とする評価 

時

間 
ねらい 学習活動 

評価規準・評価方法 

数学への関心・

意欲・態度 

数学的な見方や

考え方 
数学的な技能 

数量や図形など

についての知

識・理解 

１ 

小単元１ 

いろいろな事象

の中から、伴っ

て変わる数量を

見つけたり、表

やグラフで変化

の様子を調べた

りすることがで

き、関数の意味

と変域について

理解することが

できる。 

具体的な場面で伴

って変わる２つの

数量の変化や対応

の様子を調べるこ

とを通して、関数

関係を考察する。 

◎二つの数量の

関係を図や表、

グラフに表し、

その特徴を調

べようとして

いる。〔観察・

ノート〕 

○具体的な事象

の中にある二

つの数量関係

を表した表や

グラフなどを

基にして、変化

や対応の様子

を捉えること

ができる。〔観

察・ノート〕 

 ○一方が決まれ

ば他方も決ま

るという関数

の意味を理解

し、比例や反比

例を関数とし

て捉えなおす

ことができる。 

〔観察・ノート〕 

２ 

伴って変わる数量

関係や変域につい

て理解し、x の変

域を不等号を使っ

て表すことについ

て考える。 

 ◎伴って変わる

数量の関係や

グラフを適切

に表すことが

でき、変数 x の

変域を不等号

を使って表す

ことができる。 

〔観察・小テス

ト〕 

 

 

３ 

小単元２ 

線香の燃え方の

実験などから、

比例の関係を見

いだして文字を

用いて式に表し

たり、その変化

や対応のようす

を表を使って調

べたりすること

ができる。 

線香を燃やす実験

から、伴って変わ

る二つの量の関係

を表や式で表した

り、変化や対応の

様子に着目したり

して比例の関係に

ついて考察する。 

 

◎線香を燃やす

実験で、火を付

けてからの時

間と燃えた長

さの関係を見

付け、式に表そ

うとしている。

また、与えられ

た条件から、比

例の式を求め

ようとしてい

る。〔観察・ノ

ート〕 

○二つの数量関

係に着目し、変

化や対応から

的確に比例の

関係を見いだ

すことができ

る。〔観察・ノ

ート〕 

 ◎比例の意味を

理解している。 

〔観察・小テス

ト〕 

４ 

与えられた条件か

ら比例の式を求め

る。また、変数 x の

変域に制限がある

場合には、比例の

関係を、変域をつ

けて表すことにつ

いて考える。 

 

 ○比例の関係を

式に表すこと

ができる。〔観

察・ノート〕 

○変数、定数、比

例、変域の意味

を理解してい

る。〔観察・ノ

ート〕 

５ 

小単元３ 

平面上の位置を

表すために座標

を負の数まで拡

張し、座標平面

に表された点の

座標を読み取っ

たり、点を座標

平面に表したり

することができ

る。 

 

 

 

野球場の座席案内

図などの具体例を

基に、平面上の点

の位置を一意に決

定する座標の考え

を知る。 

◎座標平面に表

された点の座

標を読み取っ

たり、点を座標

平面上に表し

たりしようと

している。〔観

察・ノート〕 

 ○座標平面上の

点の座標を読

んだり、座標が

表す点を座標

平面上にとっ

たりすること

ができる。〔観

察・ノート〕 

◎x 軸、y 軸、座

標軸、原点、座

標、x 座標、y
座標の意味を

理解している。 

〔小テスト〕 
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６ 

小単元４ 

比例の関係 y＝
２x や y＝－２x
などのグラフを

考えることを通

して、比例のグ

ラフをかくこと

ができ、比例の

グラフの特徴に

ついてまとめる

ことができる。 

前項までに学習し

た、負の数まで拡

張された座標平面

を用いて、範囲を

ひろげて比例の関

係をグラフに表す

ことを考える。 

◎比例の特徴に

関心をもち、

表、式、グラフ

などを用いて

考えようとし

ている。〔観察・

ノート〕 

 ○比例の関係を

表す式に数を

代入し、対応す

る値を求める

ことができる。 

〔観察・ノート〕 

○比例のグラフ

が原点を通る

直線になるこ

とを理解して

いる。〔観察・

ノート〕 

７ 
 

本

時 

比例定数の異なる

複数の比例のグラ

フを表すことで、

表、式、グラフの

理解を深め、それ

らを観察すること

を通して、比例の

特徴を整理する。 

○比例定数 a に

着目して、比例

のグラフの特

徴を考えるこ

とができる。

〔観察・ワーク

シート〕 

  

８ 

変数の変域に制限

がある比例の関係

をグラフに表すこ

とについて考え

る。 

 

 ◎比例定数 a に

着目して、比例

のグラフを表

すことができ

る。〔小テスト〕 

◎グラフ上にあ

る座標、比例、

変域の意味を

理解している。 

〔観察・ノート〕 

９ 

小単元５ 

面積が６cm²の

長方形をいろい

ろつくることな

どから、反比例

の関係を見いだ

して式に表した

り、その変化や

対応の様子を表

を使って調べた

りすることがで

きる。 

反比例する具体的

な場面において、

伴って変わる二つ

の量の関係を表や

式で表したり、変

化や対応の様子に

着目したりして反

比例の関係につい

て考察する。 

◎具体的な事象

から見いださ

れた反比例の

関係を、表や式

で表そうとし

ている。 

また、与えら

れ た 条 件 か

ら、反比例の

式を求めよう

としている。

〔観察・ノー

ト〕 

○具体的な事象

の中にある二

つの数量関係

を整理した表

について、変化

や対応の様子

に着目して調

べ、反比例の関

係を見いだす

ことができる。 

〔観察・ノート〕 

 ◎反比例の意味

を理解してい

る。〔観察・小

テスト〕 

10 

反比例の式から、

数を代入し、対応

する値を求める。

また、与えられた

条件から反比例の

式を求める。 

 ○反比例の関係

を表す式に数

を代入し、対応

する値を求め

ることができ

る。〔観察・ノ

ート〕 

 

11 

小単元６ 

反比例
x

y 6
、

x
y 6

の グ

ラフを考えるこ

とを通して、反

比例のグラフを

か く こ と が で

き、反比例のグ

ラフについてま

とめることがで

きる。 

 

表を基に座標平面

上に点を取って反

比例の関係をグラ

フに表すことを考

える。 

◎比例定数の異

なる反比例の

表やグラフを

比較し、反比例

の特徴を考え

ようとしてい

る。〔観察・ノ

ート〕 

 ○反比例の関係

を表す式に数

を代入し、対応

する値を求め

ることができ

る。〔観察・ノ

ート〕 

◎反比例のグラ

フが双曲線に

なることを理

解している。 

〔小テスト〕 

12 

比例定数の異なる

複数の比例のグラ

フに表すことで、

表、式、グラフの

理解を深め、それ

らを観察すること

を通して、比例の

特徴を整理する。 

○比例定数 a に

着目して、反比

例の特徴をま

とめることが

できる。〔観察・

ノート〕 

◎比例定数 a に

着目して、反比

例のグラフを

表すことがで

きる。〔観察・

ノート〕 
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13 

小単元７ 

比例や反比例の

関 係 を 利 用 し

て、身のまわり

の問題を解決す

る こ と が で き

る。 

日常生活にひそむ

比例に関する問題

を表、式、グラフ

を用いて考察す

る。 

○比例、反比例を

用いて具体的

な事象を捉え

説明すること

に関心をもち、

問題の解決に

生かそうとし

ている。〔観察・

ノート〕 

◎具体的な事象

から取り出し

た二つの数量

の関係が比例

であるかどう

かを判断し、そ

の変化や対応

の特徴を捉え、

自分なりに説

明することが

できる。〔観察・

ノート〕 

 ○具体的な事象

の中には、比例

とみなすこと

で変化や対応

の様子につい

て調べたり、予

測したりでき

るものがある

ことを理解し

ている。〔観察・

ノート〕 

14 

日常生活にひそむ

反比例に関する問

題を表、式、グラ

フを用いて考察す

る。 

○具体的な事象

から取り出し

た二つの数量

の関係が反比

例であるかど

うかを判断し、

その変化や対

応の特徴を捉

え、自分なりに

説明すること

ができる。〔観

察・ノート〕 

◎反比例の関係

を表、式、グラ

フを用いて表

現したり、処理

したりするこ

とができる。

〔小テスト〕 

 

15 単元のまとめを

する。 

単元テストを解

く。 

 単元テストの結果を基に、これまで

の評価結果を補正する。 

 

６ 本時の学習 

 ・ 比例のグラフ（本時２／３） 
 

７ 本時の目標 

 ・ 比例のグラフの特徴について考えることができる。 
 

８ 本時の評価規準 

 ・ 比例の特徴に関心をもち、表、式、グラフなどを用いて考えようとしている。 
                           （小単元で評価）【数学への関心・意欲・態度】 

・ 比例定数 a に着目して、比例のグラフの特徴を考えることができる。  【数学的な見方や考え方】 
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９ 本時の展開 

段

階 学習活動 形

態 

○指導上の留意点及び教師の支援 

（●数学的活動における教師の支援） 

※評価規準と【観点】、（方法） 
つ
か
む 

１ 前時に学習した比例のグラフについて復習

する。 
 
・原点を通る直線であることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の学習内容を知る。 
 
 

斉 ○電子黒板で、デジタル教科書のスライドシ

ョー機能を利用し、視覚的にイメージさせ

ることで、比例のグラフが原点を通る直線

になることを確認させた。 

 

 

 

 

 

 

 

  

○本時のめあてを確認し、学習の見通しをも

たせた。 

 
見
通
す 

３ 比例のグラフの表し方を知る。 
 
 
 
・２点が分かればよいことを確認する 

 
４ 課題１を考える。 
〔課題１〕比例のグラフをかきなさい。 

 
 
 
 
 ・ワークシートに原点以外の座標とグラフを記

入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・座標の見付け方やグラフを確認する。 
 
 

斉 
 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全 
 
 

●表を利用しても比例のグラフを表すこと

はできるが、１本の直線をひくためには、

２点が分かればよいことに気付かせた。 

 

 

 

○原点以外にどの点を通るか代入によって

見付けさせ、ワークシートＮｏ.１に記入さ

せた。 

●原点以外の他の１点を求める手順を確認

し、説明を書かせることで、式に値を代入

して座標を求めさせた。ワークシートに座

標として表し、２点を通る直線をひかせ

た。 

 

○机間指導を行い、座標の見付け方や正しく

グラフがかけているか確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

   

○電子黒板を使い、グラフが正しくかけてい

るか確認させた。 

○比例定数が分数になる場合は、座標が整数

となるようにすると、点が取りやすくグラ

フが表しやすくなることも確認した。 

 

比例のグラフの特徴について考えよう。 

【数学的活動】 
ア 成り立つ事柄を予想する活動 

【数学的活動】 
イ 観察・操作などの具体的な活動 
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練
り
合
う 

５ 課題２を考える。 
〔課題２〕比例のグラフをかきなさい。 

 
 
 
 
・ワークシートに原点以外の座標とグラフを記

入する。 
 
６ グループで自分のグラフのかき方について

説明し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

７ 比例のグラフの特徴についてまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個 
 
 
 
 
 
 
 
 

G 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全 

●２点を通るように比例のグラフを表すだ

けでなく、原点以外の他の１点を必ずワー

クシートＮｏ.１に記入させた。 
 
 
 

 

 

 

●グループ内で原点以外の他の１点をどの

ようにして求めたか、代入という言葉を使

って説明させた。 

 

○座標の取り方は違っても、比例のグラフの

表し方には変わりがないことに気付かせ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題２の解答を電子黒板に示し、４つの比

例のグラフを基に、比例定数が正の数の場

合と負の数の場合によって、x の値が増加

するときに y の値が増加するか、減少する

か判断できることを確認し、比例のグラフ

の特徴をまとめさせた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

【数学的活動】 
ウ 自分の考えを人に伝える活動・人の考

えを理解する活動 

【数学的活動】 
イ 観察・操作などの具体的な活動 
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深
め
る 

８ 課題３を考える。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ワークシートに判断とそう考えた理由を記述

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
９ 個人の考えをグループで発表し、グループの

考えをまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

G 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○電子黒板で、課題３を提示し、内容を確認

させた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●原点と他の１点を通るようにグラフを表

したことと、関連付けることができないか

考えさせた。式に座標を代入することで、

式が成り立つかどうかを見ればわかるこ

とに気付かせた。 
 
〇代入して判断したことだけでなく、その結

果がどうであったのかまで、記述させた。 
 
 
 
 
 
●どう判断したのか、与えられた座標を比例

の式に代入することで等式が成り立つこ

とを根拠に、分かりやすく伝えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※比例定数 a に着目しながら、比例のグラ

フの特徴について考えることができる。 

【数学的な見方や考え方】 
 (観察・ワークシート・発言)  

【数学的活動】 
オ 発展的に考える活動 

【数学的活動】 
ウ 自分の考えを人に伝える活動・人の考え

を理解する活動 

〔課題３〕 
①３人は、y＝４x のグラフのかき方について

考えています。 
Ａ:「原点と点（１，４）を通る直線を引く」 
Ｂ:「原点と点（－２，８）を通る直線でもよ

い」 
Ｃ:「原点と点（－３，－１２）を通る直線」 
３人のグラフのかき方は、正しいですか、

それとも誤りですか。また、そう考えた理由

も書きなさい。 
 
②次の点は、y＝２x のグラフ上にありますか。

グラフ上にあるものには「○」を、ないものに

は「×」を書きなさい。また、そう考えた理由

を書きなさい。 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）：与

えられた座標を比例の式に代入するこ

とで、正しい座標であるかを考えるこ

とができる。 

「努力を要する」状況（Ｃ）と判断さ

れる生徒への指導：比例のグラフをか

くとき、x の値を式に代入することで、

座標を求めていたことを思い出させ

る。今回の与えられた座標から、x の

値について考えればよいのかを伝え

る。 
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・全体で確認する。 
 
 
 
 
 
 
 

斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●式に座標を代入し、式が成り立つかどうか

を確認することで、与えられた座標がグラ

フ上にあるかどうかを判断できることを

確認させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

ま
と
め
る 

１０ 本時の学習について振り返る。 
 
 
 
 
 
 

個 
 

●本時の学習内容や活動を振り返り、比例の

グラフの特徴を中心にワークシートＮｏ.

２に今日の授業で分かった、できるように

なったことを記述させた。 

 

○数名の生徒に記述内容を発表させ、共有化

を図らせた。 

 

※ 形態の欄の「斉」「個」「G」はそれぞれ以下のような活動を示している。 
 斉・・・一斉活動  個・・・個人活動  G・・・グループ活動 
 
 

【数学的活動】 
エ 目の前の課題から、物事の本質を見抜

こうとする活動 

【数学的活動】 
カ 自分が行った活動を振り返る活動 


